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ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

は
２
０
１
８
年
４
月

に
、通
商
拡
大
法
２
３

２
条
に
基
づ
き
、安
全

保
障
上
の
脅
威
を
理
由

に
鉄
鋼
と
ア
ル
ミ
の
輸

入
に
そ
れ
ぞ
れ
25
％
と

10
％
の
追
加
関
税
を
課

し
た
。日
本
や
Ｅ
Ｕ
な

ど
の
同
盟
国
も
含
め
て

「
安
全
保
障
」を
理
由
に

関
税
を
課
し
た
こ
と
へ

の
批
判
は
強
く
、バ
イ

デ
ン
政
権
成
立
時
に
早

期
の
撤
廃
が
期
待
さ
れ

た
が
、こ
れ
ま
で
継
続

し
て
き
た
。

　
10
月
31
日
、米
国
と

Ｅ
Ｕ
は
２
３
２
条
に
基

づ
く
追
加
関
税
を
「
関

税
割
当
」に
置
き
換
え

る
こ
と
で
合
意
し
た
と

発
表
。関
税
割
当
は
、一

定
の
輸
入
量
ま
で
は
無

税
、超
過
分
に
の
み
高

い
関
税
を
課
す
仕
組
み

で
、無
税
と
な
る
輸
入

量
が
大
き
け
れ
ば
、追

加
関
税
撤
廃
と
同
等
の

効
果
を
持
つ
。

　
米
Ｅ
Ｕ
の
合
意
は
、

関
税
割
当
に
加
え
て
、

「
過
剰
生
産
能
力
」
と

「
脱
炭
素
」に
関
す
る
協

働
も
含
ま
れ
て
い
る
。

狙
い
は
中
国
だ
。中
国

は
世
界
の
鉄
鋼
の
50
％

以
上
を
生
産
す
る
。政

府
支
援
を
受
け
た
過
剰

な
生
産
能
力
か
ら
生
じ

る
輸
出
圧
力
が
、海
外

の
鉄
鋼
会
社
を
圧
迫
し

て
い
る
と
の
国
際
的
批

判
は
強
い
。米
国
は
、Ｅ

Ｕ
、さ
ら
に
他
の
同
志

国
と
も
協
力
し
、中
国

の
過
剰
生
産
能
力
問
題

に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
脱
炭
素
に
関
し
て

は
、Ｅ
Ｕ
は
、炭
素
集
約

度
の
高
い
鉄
鋼
等
の
域

内
輸
入
に
関
税
を
か
け

る
「
炭
素
国
境
調
整
措

置
」の
素
案
を
既
に
発

表
し
て
い
る
。国
内
措

置
を
導
入
し
て
い
な
い

米
国
は
、Ｅ
Ｕ
に
対
し

て
炭
素
国
境
調
整
措
置

の
導
入
に
関
し
て
十
分

協
議
を
行
う
よ
う
に
求

め
て
い
た
が
、２
３
２

条
関
税
見
直
し
を
奇
貨

と
し
、鉄
鋼
に
関
し
て

は
、中
国
か
ら
の
炭
素

集
約
度
の
高
い
鉄
鋼
の

輸
入
に
つ
き
Ｅ
Ｕ
と
も

協
力
し
て
市
場
ア
ク
セ

ス
制
限
を
検
討
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。米
国
と

Ｅ
Ｕ
は
、過
剰
生
産
能

力
と
脱
炭
素
の
観
点
で

共
通
の
枠
組
み
（
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
）の
策
定

を
目
指
し
て
い
る
。

　
日
本
は
ど
う
対
応
す

べ
き
か
。
鉄
鋼
・
ア
ル

ミ
関
税
に
関
し
て
は
、

11
月
16
日
に
来
日
し
た

米
国
レ
モ
ン
ド
商
務
長

官
、Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
（
米
通
商

代
表
部
）タ
イ
代
表
と

日
本
側
で
も
議
論
が
行

わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
関
税
割
当
」は
管
理
貿

易
的
手
法
で
あ
り
、ま

た
、日
本
か
ら
の
輸
入

を
安
全
保
障
上
の
脅
威

と
み
な
す
と
い
う
問
題

は
残
り
、良
い
解
決
法

で
は
な
い
。理
想
的
に

は
、２
３
２
条
関
税
の

完
全
撤
廃
を
目
指
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。外
交
的

妥
協
が
必
要
な
場
合
に

は
、あ
く
ま
で
関
税
割

当
は
暫
定
的
措
置
と
明

確
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　
他
方
、過
剰
生
産
能

力
、脱
炭
素
の
観
点
で

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
等

の
形
成
に
は
、わ
が
国

も
積
極
的
に
議
論
に
参

加
し
て
ル
ー
ル
形
成
に

関
与
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
ろ
う
。ル
ー
ル
形

成
の
観
点
で
は
、中
国

が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
包
括
的
及

び
先
進
的
な
協
定
）へ

の
参
加
を
申
請
す
る

中
、米
国
の
復
帰
も
期

待
さ
れ
る
が
、米
側
の

反
応
は
否
定
的
な
の
は

残
念
だ
。米
側
は
代
わ

り
に
米
議
会
で
の
批
准

が
不
要
な
「
イ
ン
ド
太

平
洋
経
済
枠
組
み
」と

い
う
ア
イ
デ
ア
の
検
討

を
始
め
て
い
る
。ま
だ

初
期
段
階
で
詳
細
の
策

定
は
今
後
だ
が
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭

化
、イ
ン
フ
ラ
投
資
、デ

ジ
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
、

技
術
標
準
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
協
力
な
ど
と
並

び
、中
国
を
念
頭
に
非

市
場
経
済
的
措
置
へ
の

対
応
も
含
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
日
米
間
で
は
今
般
、

外
務
省
、
経
産
省
、
米

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
に
よ
る
「
貿

易
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」、経
産
省
と
米
商
務

省
に
よ
る
「
日
米
商
務

産
業
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｊ
Ｕ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）」な

ど
も
設
置
さ
れ
た
よ
う

だ
。今
年
４
月
に
は
「
日

米
競
争
力
・
強
靭
性
（
コ

ア
）パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」も
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
り
、相
互
に
調
整

し
つ
つ
議
論
を
深
め
る

と
共
に
、「
イ
ン
ド
太
平

洋
経
済
枠
組
み
」の
議

論
に
も
初
期
か
ら
関
与

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。（

11
月
18
日
、記
）

鉄
鋼
ア
ル
ミ
関
税
と

イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠
組
み

X クロスロード：世界と日本

X
クロスロード

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

世界

日本
と

7

大
矢
　
伸  

　

一
般
財
団
法
人

ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

上
席
研
究
員


